建築・環境情報処理演習（第６回）

人力加振実験の解析（固有モードと減衰定数の同定）

１．実験概要

2005年10月24日（月）の14時から、工学院大学新宿校舎の屋上にて、微動観測及び人力加振による振動計測実験を行った。図１に微動計チャンネルの配置を、表１に実験一覧を示す。まず微動観測から固有周期を確認し、その固有周期に合わせて約40名の学生が壁を押してビルと共振させる。共振による振幅の増大が限界に達した時点で、人力加振を一斉に止め、減衰する振動を観測する。なお微動計は速度計である（単位はkine=cm/s）



	実験名
	加振方向
	ファイル名
	結果・備考など

	微動（１回目）
	－
	HORI1
	40秒間、固有周期は2.94秒（NS１次）、2.56秒（EW１次）、1.85秒（ねじれ１次）

	微動（２回目）
	－
	HORI2
	

	人力（１回目）
	NS
	HORI-k1
	予備実験（2.9秒で加振、40秒間計測）

	人力（２回目）
	NS
	HORI-k2
	本実験（2.9秒で加振、80秒間計測）

	人力（３回目）
	NS
	HORI-k3
	本実験（2.9秒で加振、80秒間計測）

	人力（１回目）
	EW
	HORI-k4
	本実験（2.6秒で加振、80秒間計測）

	人力（２回目）
	EW
	HORI-k5
	本実験（2.6秒で加振、80秒間計測）

	人力（１回目）
	ねじれ（NS）
	HORI-N1
	本実験（1.85秒で加振、80秒間計測）

	人力（２回目）
	ねじれ（NS）
	HORI-N2
	本実験（1.85秒で加振、80秒間計測）


２．微動観測による固有周期とモードの確認（課題１）

　２回目の微動実験結果（HORI2.csv）の波形を描きなさい。さらにtran.exeを用い、フーリエ振幅スペクトルを描き、NS,EW成分の卓越周期を求めよ。さらにtran.exeを用い、NS成分の１次モード（約2.9秒）と２次モード（約1.9秒）を中心にバンドパスフィルターを用いて波形を描き、モードを確認せよ。

３．人力加振実験による減衰定数の算定（課題２）

　２回目のEW方向への人力加振実験結果（HORI-k5.csv）の波形、および、tran.exeを用いてフーリエ振幅スペクトルを描きなさい。さらにtran.exeを用い、加振周期である約2.6秒を中心にバンドパスフィルターを用いて波形を描き、振幅比（h≒In d/2π≒(1-d)/2π、d:振幅比）の平均値から減衰定数を求めよ。
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図１ 微動計チャンネルの配置図
































表１　微動・人力加振実験およびデータファイル（csv）の一覧








